
ムーンショット型研究開発制度に係る
戦略推進会議(第8回)の報告について

資料１2023.4.6. 有識者議員懇談会

ムーンショット型研究開発制度に係る戦略推進会議(第8回)
１．日 時： 令和５年３月２４日（金）１０：００～１２：００
２．場 所： 中央合同庁舎第８号館６階６２３会議室（ウェブ会議）
３．議 題： 目標１、２、３、６、７、８、９における進捗・自己評価の報告について

内閣府科学技術・イノベーション推進事務局 未来革新研究推進担当



戦略推進会議について

（１）原則として、毎年度、研究推進法人から進捗等の報告を受け、ムーンショット目標の達成に向けて、
全体俯瞰的な視点から、プロジェクト構成の考え方、資金配分の方針等に関して承認・助言を行う。

（２）研究開発成果の橋渡し、民間との連携、官民の役割分担を踏まえた適時の民間投資の呼び込みを含め、
研究開発成果の社会実装に向けた方策を助言するとともに、研究開発成果の社会実装等に関する支援
を行う。また、国際連携を促進するための助言も行う。

【構成員】
産学の有識者、関係府省

【助言等事項】
・プログラム構成の考え方
・資金配分方針
・社会実装等の方策
・国際連携促進等

【開催頻度】
年２～３回程度開催

戦略推進会議

AMED
（日本医療研究開発

機構）

NEDO
（新エネルギー・産業技
術総合開発機構）

JST
（科学技術振興

機構）

研究開発の戦略的な推進、研究開発成果の実用化の加速、関係府省や関係研究推進法人の間
の効果的な連携・調整を図るため、産学官から構成される戦略推進会議を設置。

役割

設置趣旨

助言等 報告

BRAIN
（生物系特定産業技術
研究支援センター）
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R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度以降

目標（プログラム）
継続・終了

（11月～12月頃）

目標（プログラム）
継続・終了

（3月～4月頃）
4年目プロジェクト
継続・終了等決定
（3月～4月頃）

戦略推進会議のスケジュールについて①

既存プロジェクト
開始

自己評価
（1月）

戦略推進会議
（３月）

自己評価
（～1月頃）

戦略推進会議
（３月）

JST
（目標
1・2・3・６）

AMED
（目標７）

CSTI本会合

戦略推進会議

外部評価

健康・医療
戦略本部会合

外部評価
（～10月頃）

戦略推進会議
（11月頃）

外部評価
（～1月頃）

戦略推進会議
（2月頃）

自己評価
（1月）

NEDO
（目標４）
BRAIN
（目標５）

4年目プロジェクト
継続・終了等決定
（3月～4月頃）

戦略推進会議
（1月） 目標（プログラム）

継続・終了
（3月～4月頃）自己評価

戦略推進会議

CSTI本会合

戦略推進会議

外部評価

戦略推進会議

外部評価

自己評価

戦略推進会議

自己評価
（1月）

戦略推進会議
（３月）

自己評価
（～1月頃）

戦略推進会議
（3月）

自己評価

戦略推進会議

外部評価
（～11月頃）

戦略推進会議
（３月）

4年目プロジェクト
継続・終了等決定

（３月頃）

自己評価
（～1月頃）

戦略推進会議
（3月）

自己評価
（～1月頃）

戦略推進会議
（2月頃）JST（新目標８・９）

CSTI本会合

戦略推進会議

外部評価外部評価

戦略推進会議
戦略推進会議
（３月）

※研究開発の
進め方

戦略推進会議

自己評価

戦略推進会議
（9～12月）

戦略推進会議
（9～12月）

戦略推進会議
（9～12月）

目標（プログラム）開始※
（6月）

追加プロジェクト
開始（目標1,3,6)

既存プロジェクト
開始

追加プロジェクト
開始(目標4)

追加プロジェクト
開始(目標7)

既存プロジェクト
開始（3～4月）

4年目プロジェクト
継続・終了等決定
（12月頃）

補正
予算

補正
予算

補正
予算

戦略推進会議
（９月）

戦略推進会議
（９月）

戦略推進会議
（９月）
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第８回戦略推進会議の進め方

○ 研究推進法人は、外部有識者による評価体制を構築し、外部評価を実施する。
○ 外部評価の実施時期は、原則として、研究開始時点から３年目及び５年目とし、５年を越えて継続す
ることが決定した場合には、８年目及び１０年目とする。プロジェクトの特性に応じ、研究推進法人が評
価時期を早める必要があると認める場合には、あらかじめ適切な時期を設定する。

○ 研究推進法人は原則として毎年度（外部評価を行う年度以外）、次項で定める評価基準を踏まえて
自己評価を行い、その結果を戦略推進会議及び関係する構想を策定した関係省庁に報告する。その
際、必要に応じて外部有識者の意見も聴くこととし、その場合には、併せてその意見の内容や自己評価
への反映の状況を報告する。

ムーンショット型研究開発制度の運用・評価指針（抜粋）

第８回会議の議論

○JST及びAMEDから以下の事項について説明

 目標１、２、３、６、7は、研究開始から約２年が経過。JSTとAMEDが、２年目の自己評価を実施。
 目標８、９は研究開始から約１年を迎える。JSTが１年目の自己評価を実施。

○JST及びAMEDに対して助言等

• プログラムを構成する各プロジェクトの進捗
• プログラム（※）に対する、研究推進法人による自己評価（※各プロジェクトの評価を踏まえたプログラムの評価）
• 今後のプログラムの方向性 等

ムーンショット目標達成に向けて、全体俯瞰的な視点から、
• 研究開発の進捗、今後の進め方に関する助言
• 研究の成果の橋渡し、民間との連携等社会実装に向けた方策、国際連携の推進に関する助言
• その他、気づきの点に関する助言
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目標１
「 2050年までに、人が身体、脳、空間、
時間の制約から解放された社会を実現」

戦略推進会議

令和５年３月24日

プログラムディレクター

萩田 紀博

（大阪芸術大学 教授）
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3. プログラムの構成

並列・半自律が可能に

複数体
遠隔制御

自在制御も可能に

追加
ＰＭ

ソシオCAから
体内CAまで

個人や集団がCAを介して、提供される
ソシオCAサービス

臓器や細胞内を遠隔から見守れる
体内CAサービス

CA利用分野・
利用者の拡大 人が身体、脳、空間、時間の制約から

解放された社会を実現

2025

20302030

2023

2025

2030

2025

2023

幼稚園・介護等で
生産性向上

2023

広域生産現場で
生産性向上

誰もが安全安心
なゆとり生活

災害感染症
等に強靭な
生産性維持

医療・保育・
教育分野で
生産性向上

空間、時間
制約解放

身体
制約解放

脳
制約解放

社会受容基盤

[安全・安心確保基盤]

[信頼性確保基盤]

松村
（NICT)

新保
(慶應大

2025 
自分に合ったCAで
能力拡張できる
日常・就労・医療
・保育・教育分野

2050
大規模・複雑タスクも
可能になり、様々な
背景や価値観を有する
人々が社会参加

2023 各CAで
新たな就労・保育
・教育 分野へ

2030 
異種CAが連携可能になり
大規模な遠隔互助で
災害・感染対応へ

【対話行動CA】 【体験共有CA】 【思い通り操作CA】 【細胞内CA】【生体内CA】

重い障害を抱える人
も遠隔就労機会

2025

多くの専門家に
見守られた日常生活

サイバー空間で
生活自立行動

多様な人材で
素早く問題解決

技能合体
流通社会
への変革

頭で思い浮かべ
た言葉で新しい
生活様式

障害を乗り越え
て社会活動

体内環境マップ
で見守り

細胞レベルまで
細かく見守り

南澤
（慶應大）

身体、脳、空間、時間制約解放

ソシオCA 
CAの利用環境が人と
人をCAを介して繋ぐコ
ミュニケーション環境で
1xNやMx1遠隔操作
を可能にするCA

体内CA
CAの利用環境が体内の臓器
間や細胞間をCAを介して繋ぐ
コミュニケーション環境で1xNや
Mx1遠隔操作を可能にする
CA

石黒
（大阪大）

金井
（ATR）

新井
（東大）

山西
（九州大）

6



4.プログラムの進捗・成果 石黒PM

 2023年の課題に向け、高齢者にも優しい複数体の対話行動CAを操作するインターフェースを開発。
 企業と連携した実証実験を2023年度に向けた様々なフィールドで実施。2021年実施した短期実証実験
で懸念される開始時のCAの珍しさや興味本位による有効性を排除し、本来の対話行動CAの有効性を
長期実証実験で検証。

 ジェスチャーなど人が苦手な所作を超える存在感CAの開発。デジタル大臣のアバターによる社会実験と
CA利用啓蒙(10月~）。

 人間が知覚する合成音声の自然性の評価と、非言語音声（笑い等）からの感情の予測で、２つの音声系
国際コンペティション（INTERSPEECH(3月)、ICML(7月））で第１位。CAによる共有笑いの生成は
英国の主要なメディアでも掲載（９月）。

 大規模実証実験で利用可能なプラットフォームアーキテクチャを策定し、相互接続性・拡張性・カスタマイズ性
を考慮したCA基盤の初期プロトタイプを構築。

2023年の課題: 【主婦・主夫や高齢者等が新たな社会活動の参画が可能に】 幼稚園、小学校、介護
施設、病院、家庭等で、主婦・主夫や高齢者が、複数の対話行動CAを連携・協調することによって、 園児、
児童, 生徒、高齢者、患者等の利用者を相手にモラルある対話や行動で、幼児保育、初等教育、定型的
問診等を実現できる。

受付・案内
サービス

空港おみやげ店
商品推薦サービス

発達障がい児
教育支援

区役所での案内
小学校での授業支援

デジタル大臣のアバター
による社会実験とアバター
利用啓蒙

空間、時間の制約からの解放を目指す
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